
ぴ〕摘盟、

1) protopectinaseの最適PHは大韓5.0-6・0ざ

されてゐるが之は植物病原薗iこ就て、研究せられ

τ来た誌である.著者は Ptn1CllliumexpaCJum 
Bacillus natto Erwlnla aroldeae及 5a∞抽rom.

yαB cerevblaeに就τ夫々 PH8・d-S:5(菌糸
抽出液5・5)8・d-9.tl.5.5-6・0及び 3・(')-3・51.t

る結果ゐ超大。，

2) Penicllllum expansWD 5acc;batomyces ce-

吟vlsi践の protopèctlnase の適温は 4ð-45~C

である.Envfola aroidea6は4d-dO・CB制 UUI

tlatto f玄関。C 附~で箸じ〈高温1;[結果を示

した。 protopect!nasoは 60-邸・c80分にし
て完全に破績された.

3) Brown は苦土盟による特殊な阻害作用を

指摘してゐるが、かhる作用は認められ?、民

封に Bacillusnattoの protopectinast!に劃じで

は Amylas圃同様瞳類の促準作用を認めた.

終りに本質臓に際し終始御懇篤な御指噂~賜

った恩師片桐英郎先生、に封し探謝の意を表す.

病審議防用薬剤の効果の研究第 2報

稲の成葉に於りる稲胡麻薬枯病に劃する猿防効果 (概報〉

西門義一中山隆夫宮脇雲夫

1・紺 冒時局下食糧の増産機保の上には

島章柴聞の効力検定の方法確立が急聾ある。

筆者等は轟にその効力検定の一方法ざして顕微

鏡用載物硝子を供用し、総胡麻薬枯病菌、稲熱 '.

病薗及小~赤雛病薗の分生胞子に3討する各種襲

剤溶液の費芽制止力を試験しt:.其結果は本研

境第1報乏しτ報告Lた (1襲撃研究 35:1邸-
"97. 1943) 之は更に各寄主杭物にう急足掛定

した上でないさ確質性が少ない.夫故筆者等は

、植木鉢に栽培した稲の葉につきて、稲胡麻薬枯

病費生防止上各種農業薬剤の効力を槍定した。

其方怯主主に結果の概要ぞままに報告する.

2・寅験の方法
(1)供試帽苗の裁培直冊目糎深さ20樋のト

タン製圃筒形のf直木鉢〈面積約5高分の1段〉

に紳カ彊の苗~1塊宛植付り普通の方法で施肥
議培じた.斯〈した宿で1稗の先端から 3葉ぞ ・

供誤する事さし、働かでも病理を都あ得る物或

は傷つきたる薬は凡て身除し℃、無病J健全なる

3~鹿のみを践しτ供用した.

(2)紫液の調製及撒布供試農業用策剤の稀

緯或は調製及撒布は本研究の第1報に記載じた

さ同様である.卸ち各種温度に調製した供試襲

剤波に、電動力iこふる盤搾室銭高F選り之を噴口
に連絡して、噴出せしめ撒布した。 此際~搾宰

気はグーヂlこよりて、常に δ封度の歴カとたる

様に加減調整した.撒布に供用する稲葉は前記

の如〈に穀培し允物で、之をト7鉢宛、霊都

軸の上九水平にiaI_i樽U得る囲板(直径回揮〉上
tこ載せ、其軸を電気蛮動機に連格し約2・5秒間

に1回の蓮きで回縛せしめた.斯〈して回暢せ

る稲葉に封し、襲接会各3tl秒間宛撒布じた2 撒

昏の後は静かな魔に放置して、 j散布した襲液が

自然蒸費によりて葉面に間着する様にしに.

(3)供試薗株並に夫の胞子噴轟轟に本研究

室てサ7離した宿胡麻葉結病菌の多数の薗除の内

で、分生晦子の形成の特に良好な薗株(第1089

系薗)を供用した，稲葉煎汁軍基天培養基に犠付

けて胞子を形成せし.め唱乏を殺菌水中じさり分

生胞子浮蹄液を作った.此浮辞波の調製法は本

研究第1報さ同様で、其抱子の濃さは1漏令載

物硝子上に取り検鏡(約140協〉して、ム視野に
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第1表各種撒布薬剤の闇胡肺葉枯病

に封ナる効力調査の結果

昭和17Ar-~の賀駿に於ける握病直穫を裂はず動量t

第 1回 B月2目 薬剤撒布及病菌援活
as7日 結果調室

第2回 8JJ14日接窟 19日調査
傍3回 8周21日接穣 26日競査
第4回 9JJ 6日接種 10日嗣査

欄|滋度|劇団|鎗2回引回|第4回|卒均
I O.58 I I 0.35 I 0A7. 

石11< 0.05 0.69 0.96 0.77 1.43 
0.96 

量産 0.2 0.67 1.倒 0.82 0.96 0.87 ，ν 
004 0.67 O.弱 0.83 1.位 a町... 

ウ 0.8 O.伺 0.98 0.81 1.∞ 0.87 
，. 0.06 0.67 1.38 1.叩 1.'11 ]..19 
ー~ 
0.2 0.46 1.48 ，1.18 1.18 ポ

'" 0.4 0.58 1.83 。却 0.96 1.凶F 
ウ 0.8 0.62 1.47 1.伺 O.国 1.但

活 0.05 1.08 lZ1 1.21 2.45 1-49 
ー空ボE 0.2 0.70 2.04 1.31 1.41 1.43 
ル 0.4 0.79 1.57 0.81 1.74 1.23 
!-' 
ウ 0.8 ， 0.72 1.43 1.15 1.27 1.14 

!/ 0.1 1.16 1.68 
1851l 1 a01刷988 4 

1.日
ポ 0.4 0.7.3 1崎 1.回 1.06 
イに 0.8 0.111 1.22 0.73 0.85 

王 0.05 0.72 1.63 1.31 1.54 1却

0.2 1.02 1.印 1.26 1.36 1.31 

0.4 0.93 1.63 1.::<<) 0.82 1.17 

銅 0.8 Q.河 1.曲 0.79 0.91 0.88 

ー苔灰 0.1度 1.72 2.4e 2.04 2.47 2.18 
董事亀 0.4 1.43 2.14 2.14 念50 2.04 

亀 0.8 1.f2 1039 0.85 1.37 1.31 

同 0.1 2.25 2.55 2.57 2.19 2.39 

上 0.4 1.田 2，28 1.2'1 2.55 2.伺
撃 0.8 1.92 1.48 0.94 2.40 1.68 

フ 0.1 1.80 1.飽 1.63 2.98 2.00' ，、. 
ザ 0.4 1.切 1.倒 1.94 2.21 1.85 
イ
O.S 1.18， 2.01 2.01 2.48 2.07 ト

2 

官 0.1 2.01 2.18 1.81 1.95 ¥ 1.99 
ヂ
0.4 124 l.63 1.お 1.07 1.32 ノ

イ 08 0.14 1.47 1.17 1.25 1.16 F 

1.98、

1.89 

1.57 

無 Cl 2.45 2.48 3/:11 2.f，，6 2.68 

事提 CII 2.18 2.35 3.22 3.07 2.70 

剤 C1I1 2.41 2.29 3.80 2.回

接 CIV 2.23 2.46 2.34 

穏卒均 2.31 2.42 3.前 3.20 2.61 

30個内外の胞子そ議め得る程度さじt=.o斯う「

?こ胞子浮揚液や前項同様、 8封度の底力に調整

した塵搾空気ポンプに連絡し稲葉に噴鶴接種し

た.此の賓織に供用の稲は比較無接種国の他は

11め各種の農業薬剤溶液を撒布した物であった
(4)結果調査DE-法各種の供試農業幾剛の
施用後、夫の謹病防止上の効力調査~"病æ:の
多少、或は太小等によりて決すべきでh搬のみ

tqよる事も蓄をt得歩、病斑の太さ訊.~定も賓施が

困難である.夫tiで筆者は病斑敷及病斑の太さ
ぞ考慮して、強病の極め τ激甚な物~6 さし、

病斑の完〈誕均得ざる物-a-Oさし、僅かでも病

斑の存する物は1さしfと・此揺病程度の1-5艶

の聞な病斑敷及大さの如何Iζよりて2・8及4貼
ミ匝別したt此等の程度の決定は的確を制する
矯めに強位ifi結1-5に相官する標準擢病薬を選

定し尤沿いて之さ比較掛照して採動ずる毒事とし

たe此は北米で鰐病桜病程度ぞ記載するに用ひ

られずこさころま略4同様である。(S_takmaDD.E. 

C， & Levj['e， M. V.， Minn. Agr. 'Exp， Sta. 
Tel;bn・Dull.8，1四2)供試葉の催病程度の決定

にま供試各鉢で1ト 20.本の蒋を選ぴ、其各枠号7

強語ヵ、ら第 l葉、第2葉、第3葉。各1:っき、

}}Ij 4'に騨病程度ぞ記録しfム此調査は数人で平

行して行ひ、其結果そ平均して誤差の少ない様

にした.

3・寅験の事課前記の、'/J法で若手種の供試薬
剤の夫々の温度につき稲胡麻薬枯病縦病程度.z.

採臨し、昭和17年夏、前後4周に豆りて賓職そ

反覆施行しt:、結果の要匙のみを掲げるミ第1

、表の如くでbる.其結果から見るさ稲胡肺葉枯

祷費生制止には石灰ボルドク液が最も有効で

0・d5%，(5石式)液でも効があり0・2~(1・25右式〉

ならば兎分である事が判った。夕、ポ4ド及王銅

は之に発~O・2% より濃い液ならば可なりの程

度に目的そ遣し得る.活性ボルドクの効力は之
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• 

よりも鞘々劣る様であづt:..其他の供詩劇では
コロデノ"JI'、石次硫黄合剤、ツ 4ド、石灰硫

黄合剤の華ヲグサ4ドの順に効力低 Fし何れも

(').8必の如き温厚液では梢々動力があるが夫以

下の稀薄液では殆んE効力が現tまれなかった.

更に同一銅含量の液の費病制止効率ぞ見るさ

純錦 O.l~ 液ではボルドク最も太できたでクポ f

ト、サンボルド夕、王銅の踊でð.04~液ではボ

ルドク、サシボ1t-ドウ、活性ボルドウ、クボ4

v、王制の順ざなり、 0・02~波では王銅の効率

が高まり、サンボルドクに究C結果さなって居
る.

• 

之ぞ要するに各種農用撒布捷剤の劫カは、上

記の方法によるさ帽の成僧上で判然さ匝別治宝

tまれ、充分俄定の目的伝達する事が出来る.そ
うして稲胡腐葉備病の設とき.制止には銅賞Ilti種類

にもよるが、一般に有効でaうるが、硫黄剤は殆
んど効力を現はさない様で1>った.

本研究は技術院助成金並に文部省自然科肇研

究費(武居教授班)の補助によりて貰施した‘

のである.記して深甚の謝窓を表する.本研究

の詳細な報告は別IC保管い草表の機曾制わ

こさにする.

' 
甘藷の貯蔵腐敗防止に閥ずる研究第1報

貯蔵甘藷を侵害する病害の橿績に就νて〈概報)其ー

西門義ー中山隆夫日浦運治

• 
1.緒胃
主要食糧の培産は、刻下最緊要の事項である

が、本邦巳於ける米要作は技術的に既にカ、なり

に蓮歩集約fとして居。、其培院の能地も少ない

から、其念遁な喰産は望み難い然るに甘藷作に

昔もては(1)地域的には山野示耕地を開聖し直ち

に植義し得るのみなら歩、 (t)技術的にJ毒殺培
敬良の絵地が少な〈ない離から、其念建な増産

が期待し得られ:a.o然し甘藷は其特性さじt耐
感性が低〈、且つ水分が多く嵩高い酷から、轍

建或は貯蔵が困難で、腐敗の危険が多いd之は

韓培者の生産意慾槍準の上に、或は消極者の思

想の上に影響が大きいから、甘藷の貯蔵さ腐敗

坊止は刻下の最重要問題の一つである。夫で筆

者等は之が研究に従事し、その遂行に首りτは
先づ貯蔵中に費生する病害の種類を調査し其原

因を究明する事さしfこ.

本研究に於てtは筆者ーは甘藷の海蔵中に費生す

る (1)黒斑病()按腐病 (3)決腐病 (4)薗綾

病 (5)尻腐病 f6)軟腐病 (7)白腐病、白〉爪珪

黒斑病 (9)乾朽ー病 (10)禍色乾腐病 (11)様癒

病 (12)紫紋柄箔零;の病害につきでモの(-)宣言

病の欣況〈二〉病徴(三〉病菌の形態倖J盛博染偲

路友分類学Fにつき賞磁調査しすこ.其詳細口説て
は別の機合に報告する事とし設には其概要三し

で之等病害の外観的或は肉眼的の鑑別表のみを

掲げるこ~ ~する.

2・貯臓甘藷を慢書する病書の外観的
鑑別表

At)被害郎は蕗の内部に及び表面的ではない。

BI)被害は乾性で終には乾蝿固化する。少〈

さも~トペトにならぬ，

.Ci)病斑は初めは比較的渇く、健部さの境

判然し後僅がに凹降する.

121)病斑は黒色、多〈は青味ぞ帯ぴるeき
黒斑情Cerato・tom!ll1afi叫 riata(E. et H・}
ELUOTT 

D，)病斑は禍色で背味を瀞びない.

根腐病 Thielaviaba由。1aZOPF. 

Ct)被害部は全閥的に黒墜し錦織内にはIJ、
黒黙を鰐布す。最腐病Sclero“1JC!Ibata ticol・
T~UB. 
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